

















































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 36 号（2014 年 11 月 30 日）
Ｃ42　そこまでは，考えていなかったけれど，
進んでやると気分がよくなる。
Ｃ43　私も，拾ってきれいになったとは思っ
（Ｃ40）た。少し気分がよかった。積極的にや
る気持ちが大切なことが少しわかっ
た。
Ｃ44　家で掃除をしていて，別の日に，家の
周りの掃除をした。きれいな町になる
といい。
Ｃ45　拾ったごみも分別したし，いつも家で
も分別して気をつけている。きれいな
町になるといい。
Ｃ46　市の分別なら，ぼくもやっている。
Ｔ15　市の分別の取り組みも，郷土や地球を
よくしていくための努力なんだよね。
Ｃ47　母が近所の人たちと空き缶やガラス拾
いをしているから，私も手伝ってい
る。
Ｔ16　どんな気持ちがあったのかな。
Ｃ48　小さい子が怪我しないようにというこ
とは思って手伝った。
Ｔ17　町だけじゃなくて，日本の他の地域や
国に対してしたことはあった？
Ｃ49　富士山に，空き缶やごみを捨てる人が
いて困っているから，今度，家族で富
士山に行くけど，僕たちはごみを持っ
て帰ることにしている。体験活動でも
やったけど。
（以下省略）
「考察」
　Ｃ38は，大好きなＣ35の影響を受けやすい。
Ｃ38の「そこまで町のことを思っていなかった」
と振り返った点は，Ｃ35の影響もあったと考
える。ごみひろいをして楽しい気持ちになった
ことについては，Ｃ37の振り返りを聞いて自
分を見つめることが出来た。
　Ｃ37 ～Ｃ44は，学習の総合化の中で，資料
の中の美人林に地域でチップを撒いて林を保全
していることを知っていたり，身近でお年寄り
の方々が朝掃除をしていたりしていることを
知っていた上での発言をしている。
　Ｃ40（Ｃ43)は，Ｃ41・Ｃ42の話を聞き自分
をさらに見つめ直している。
　Ｔ17で，本時のねらいにせまるため，郷土
への視野を日本まで広げて考ええさせようとし
て「町，郷土，国」と常に言い直しながら発問
したが，実態として普段そこまで考えたり取り
組んだりすることはほとんどないので振り返り
は難しかった。
　しかし，ここで視野を広げておくことによっ
て，夏休みに地域や日本各地で体験する機会が
あると思うので，意識して欲しいと考えた。か
ろうじてＣ49が場面を広げて見つめることが
できた。そのことが，今後の体験の中でも，児
童生徒の見方・考え方を広げたり，深めたりす
るのに役立つと考える。
５　深い振り返りをするための留意点
　学級内が，お互いに何でも話したり聞いたり
する雰囲気になければならない。認め合い・励
まし合いが，さりげなく出来ている学級になっ
ていることが大切で，大前提となる。
　その上で，指導段階に応じた深い振り返りを
するための留意点を，次のようにまとめた。
日常の指
導で
＜話し方と聞き方の習慣づけ＞
・伝える相手を意識させる。
・自分の考えと相手の考え比べて聞
くようにする。
（相違点・質問・感想）
＜語り合える雰囲気作り＞
・自信を持って話せる学級の雰囲気
を作る。
・一人ひとりの発言を大切にする姿
勢を教師から示す。
＜振り返る習慣づけ＞
・他教科・特活等の活動後にこまめ
に振り返る時間を設ける。
学習環境 ・委員会や係等の取り組みの様子を
掲示する。
─ 67 ─
｢道徳の時間｣ の指導について（3）
学習の総
合化で
＜問題意識を高める＞
・行事（体育大会・自然教室・合唱
コンクール・ボランティア活動）
と関連付ける。
・総合的な学習の時間と関連付け
る。
・委員会・当番・係活動と関連付け
る。
＜自分の見方・考え方を見つめる＞
・互いの思いを伝えあう機会を作
り，友だちの見方・考え方を知る。
道徳の時
間の中で
＜学習の総合化を生かした導入＞
・問題場面の提示をする。
・自分自身の問題として意識する。
＜確実な価値把握＞
・発問構成（主発問と補助発問切り
返し）を吟味する。
・板書の整理（強調）をする。
・資料のキーワードやキーセンテン
スを活用する。
・登場人物に自分の思いを重ねる。
・ねらいとする価値の意味を，はっ
きりつかむ。
＜振り返り＞
主発問
・今日の授業でまとめたことについ
て，今の自分はどうだろう。
意図的指名
・Ａさんは○○と思ったけどＢさん
はどうですか。
・Ｃさんも，何か考えがありそうだ
ね。
担任の共感または肯定的なことばかけ
・なるほど，そうだったんだね。
・Ａさんは，自分の考えに，Ｂさん
の考えを聞いて，プラスしたんだ
ね。
全体へつなげたり深めたりする
（切り返しや児童生徒同士の語り合
いを）
・Ａさんは○○の考えだけど，皆は
どうですか。
・今の話を聞いて，皆はどうですか。
・Ｂさんの話を聞いて，皆が 初に
考えていたことと違いは出てきま
したか。
・友だちの話を聞いて，自分に生か
せることはありませんか。
まとめ
　道徳教育に関して，「価値の押し付けではな
いか」の声を耳にすることがある。非常に残念
なことである。
　なぜなら，道徳教育は，決して価値を押し付
けるものではないからである。むしろ，価値や
生き方についての自覚を深めることを目標とし
ている。児童生徒の価値の主体的自覚が重視さ
れているのだ。
　道徳の時間は，児童生徒一人ひとりが語り合
い，多様な価値観を出し合い，より高い価値に
気づいていく。そして，より高い価値に照らし
て，今の自分を振り返り，深く見つめることに
ある。
　本稿のテーマ「振り返り」は，児童生徒一人
ひとり道徳的価値,そして，人としての生き方
についての自覚を深めるものに繋がっていくも
のである。
　私たちは，道徳の時間の充実に向け，とり分
け「振り返り」のあり方についての指導を充実
させていくことが大切である。
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